
東

京

都

北

区

立

体

育

施

設

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

を

公

布

す

る

。令

和

四

年

十

二

月

一

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

五

号

東

京

都

北

区

立

体

育

施

設

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

東

京

都

北

区

立

体

育

施

設

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

令

和

四

年

九

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

五

号

）

の

施

行

期

日

は

、

令

和

五

年

九

月

一

日

と

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

一

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

六

号

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

付

則

第

五

項

各

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

一

北

区

く

ら

し

応

援

臨

時

給

付

金

支

給

事

務

実

施

要

綱

（

令

和

四

年

九

月

十

三

日

四

北

福

地

第

五

千

三

百

九

十

五

号

）

第

六

条

第

二

項

第

三

号

の

規

定

に

基

づ

き

窓

口

現

金

受

領

方

式

等

に

よ

り

支

給

す

る

令

和

四

年

度

住

民

税

均

等

割

の

み

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

給

付

金

二

北

区

住

民

税

非

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

臨

時

特

別

給

付

金

（

電

力

・

ガ

ス

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

緊

急

支

援

給

付

金

）

支

給

事

務

実

施

要

綱

（

令

和

四

年

十

月

二

十

五

日

四

北

福

地

第

五

千

四

百

九

十

三

号

）

第

六

条

第

二

項

第

三

号

の

規

定

に

基

づ

き

窓

口

現

金

受

領

方

式

等

に

よ

り

支

給

す

る

令

和

四

年

度

子

育

て

世

帯

等

臨

時

特

別

支

援

事

業

（

住

民

税

非

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

臨

時

特

別

給

付

金

（

電

力

・

ガ

ス

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

緊

急

支

援

給

付

金

）

）

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

二

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

七

号

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

改

正

）

第

一

条

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

九

条

の

見

出

し

及

び

同

条

第

一

項

中

「

附

記

事

項

」

を

「

付

記

事

項

」

に

改

め

、

同

項

第

七

号

の

次

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

七

の

二

納

税

義

務

者

（

前

年

の

合

計

所

得

金

額

が

千

万

円

以

下

で

あ

る

も

の

に

限

る

。

）

の

法

第

三

百

十

四

条

の

二

第

一

項

第

十

号

の

二

に

規

定

す

る

自

己

と

生

計

を

一

に

す

る

配

偶

者

（

退

職

手

当

等

（

法

第

三

百

二

十

八

条

に

規

定

す

る

退

職

手

当

等

に

限

る

。

次

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

係

る

所

得

を

有

す

る

者

で

あ

つ

て

、

前

年

の

合

計

所

得

金

額

が

百

三

十

三

万

円

以

下

で

あ

る

も

の

に

限

る

。

）

（

イ

に

お

い

て

「

申

告

対

象

配

偶

者

」

と

い

う

。

）

の

次

に

掲

げ

る

事

項

イ

氏

名

、

生

年

月

日

及

び

個

人

番

号

並

び

に

そ

の

者

の

前

年

の

合

計

所

得

金

額

（

個

人

番

号

を

有

し

な

い

者

に

あ

つ

て

は

、

氏

名

及

び

生

年

月

日

並

び

に

そ

の

者

の

前

年

の

合

計

所

得

金

額

）

並

び

に

申

告

者

と

別

居

し

て

い

る

申

告

対

象

配

偶

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

申

告

対

象

配

偶

者

の

住

所

並

び

に

国

外

居

住

者

で

あ

る

申

告

対

象

配

偶

者

に

つ

い

て

は

、

そ

の

旨
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ロ

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

七

の

三

扶

養

親

族

（

退

職

手

当

等

に

係

る

所

得

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

イ

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

次

に

掲

げ

る

事

項

イ

氏

名

、

申

告

者

と

の

続

柄

、

生

年

月

日

及

び

個

人

番

号

（

個

人

番

号

を

有

し

な

い

者

に

あ

つ

て

は

、

氏

名

、

申

告

者

と

の

続

柄

及

び

生

年

月

日

）

並

び

に

申

告

者

と

別

居

し

て

い

る

扶

養

親

族

に

つ

い

て

は

、

当

該

扶

養

親

族

の

住

所

並

び

に

国

外

居

住

者

で

あ

る

扶

養

親

族

に

つ

い

て

は

、

そ

の

旨

ロ

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

第

九

条

第

一

項

第

八

号

中

「

控

除

対

象

扶

養

親

族

」

の

下

に

「

又

は

前

号

に

掲

げ

る

も

の

」

を

加

え

、

同

項

第

九

号

中

「

そ

の

旨

」

の

下

に

「

並

び

に

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

」

を

加

え

、

同

項

第

十

号

を

削

り

、

同

条

第

三

項

を

同

条

第

五

項

と

し

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

第

八

号

」

を

「

第

一

項

第

七

号

の

三

又

は

第

八

号

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

中

「

第

二

条

の

三

の

三

第

十

項

若

し

く

は

第

十

一

項

又

は

第

二

条

の

三

の

六

第

九

項

若

し

く

は

第

十

項

」

を

「

第

二

条

の

三

の

三

第

十

二

項

若

し

く

は

第

十

三

項

若

し

く

は

第

二

条

の

三

の

六

第

十

一

項

若

し

く

は

第

十

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

第

一

項

の

次

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。

２

国

外

居

住

者

に

係

る

前

項

第

七

号

の

二

又

は

第

七

号

の

三

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

法

第

三

百

十

七

条

の

三

第

三

項

の

確

定

申

告

書

を

提

出

す

る

者

が

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

障
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害

者

控

除

額

、

配

偶

者

控

除

額

又

は

配

偶

者

特

別

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

は

、

当

該

確

定

申

告

書

を

提

出

す

る

者

は

、

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

所

得

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

四

十

年

大

蔵

省

令

第

十

一

号

）

第

四

十

七

条

の

二

第

五

項

及

び

第

六

項

に

規

定

す

る

書

類

を

三

月

十

五

日

ま

で

に

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

所

得

税

法

の

規

定

に

基

づ

い

て

所

得

税

の

確

定

申

告

書

に

添

付

し

、

若

し

く

は

税

務

署

長

に

提

示

し

、

若

し

く

は

同

法

第

百

九

十

四

条

第

四

項

、

第

百

九

十

五

条

第

四

項

、

第

百

九

十

五

条

の

二

第

二

項

若

し

く

は

第

二

百

三

条

の

六

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

、

若

し

く

は

提

示

し

、

又

は

施

行

規

則

第

二

条

の

二

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

添

付

し

、

若

し

く

は

区

長

に

提

示

し

、

若

し

く

は

施

行

規

則

第

二

条

の

三

の

三

第

十

項

若

し

く

は

第

十

三

項

若

し

く

は

第

二

条

の

三

の

六

第

九

項

若

し

く

は

第

十

二

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

た

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

国

外

居

住

者

に

係

る

第

一

項

第

七

号

の

三

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

法

第

三

百

十

七

条

の

三

第

三

項

の

確

定

申

告

書

を

提

出

す

る

者

が

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

扶

養

控

除

額

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

に

は

、

当

該

確

定

申

告

書

を

提

出

す

る

者

は

、

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

所

得

税

法

施

行

規

則

第

四

十

七

条

の

二

第

五

項

及

び

第

六

項

に

規

定

す

る

書

類

を

三

月

十

五

日

ま

で

に

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

所

得

税

法

の

規

定

に

基

づ

い

て

所

得

税

の

確

定

申

告

書

に

添

付

し

、

若

し

く

は

税

務

署

長

に

提

示

し

、

若

し

く

は

同

法

第

百

九

十

四

条

第

四

項

、

第

百

九

十

五

条

第

四

項

若

し

く

は

第

二

百

三

条

の

六

第

三

項
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の

規

定

に

よ

り

提

出

し

、

若

し

く

は

提

示

し

、

又

は

施

行

規

則

第

二

条

の

二

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

添

付

し

、

若

し

く

は

区

長

に

提

示

し

、

若

し

く

は

施

行

規

則

第

二

条

の

三

の

三

第

十

一

項

若

し

く

は

第

十

三

項

若

し

く

は

第

二

条

の

三

の

六

第

十

項

若

し

く

は

第

十

二

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

た

当

該

国

外

居

住

者

に

係

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

別

記

第

六

号

の

五

様

式

（

乙

）

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第６号の５様式（乙）（第６条関係） 

○ 

給
与
支
払
報
告
書

(

個
人
別
明
細
書

） 

※ ※ 種 別 ※ 整 理 番 号 ※ 

                     

  ※区分  (受給者番号) 

支 払
を受け
る 者 

  (個人番号)  

住
所 

 

 (役職名) 

 氏

名 

(フリガナ) 

    

種 別 支 払 金 額 給与所得控除後の金額 
（調整控除後） 所得控除の額の合計額 源泉徴収税額 

 

内 円 円 円 内 円 

(源泉)控除対象
配偶者 配 偶 者 (特 別 )

控 除 の 額 

控除対象扶養親族の数 
（配偶者を除く。） 

16歳未満
扶養親族
の数 

障害者の数 
（本人を除く。） 

非居住者
 である
親族の数 の有無等 

老人 特 定 老 人 その他 特 別 その他 

有 従有  千 円 人 従 内 人 従人 人 従人 人 内 人 人 人 

                 

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額 

内 千 円 千 円 千 円 千 円 

(摘要) 

 
生命保険料
 の金額の

内訳 

新生命保険料
の金額 

円 
旧生命保険料

の金額 

円 
介護医療保
険料の金額 

円 
 新個人年金
保険料の金額 

円 
 旧個人年金
保険料の金額 

円 

 住宅借入金
等特別控除
の額の内訳 

 住宅借入金等
特別控除適用数  

居住開始年月

日(1回目) 

年 月 日 
  住宅借入金等
特別控除区分(1回目)  

 住宅借入金等
年末残高(1回目) 

円 

 
 住宅借入金等
特別控除可能額 

円 居住開始年月

日(2回目) 

年 月 日 
  住宅借入金等
特別控除区分(2回目)  

 住宅借入金等
年末残高(2回目) 

円 

 (源泉･特別) 

控除対象
配偶者 

(フリガナ)  区
分 

 
配偶者の
合計所得 

円 国民年金保険
料等の金額 

円  旧長期損害
保険料の金額 

円 

 
氏名      

   基礎控除の額 
円  所得金額

調整控除額 

円 

 
個人番号     

 
  (フリガナ)  区

分 

   (フリガナ)  区
分 

 5人目以降の控除対象扶養
親族の個人番号 

 
 1 氏名    1 氏名   

 控
除
対
象
扶
養
親
族 

 個人番号    
16 
歳

未

満
の

扶

養
親

族 

 個人番号     

 
 (フリガナ)  区

分 

  (フリガナ)  区
分 

  

 2 氏名   2 氏名    

 
 個人番号     個人番号     

 
 (フリガナ)  区

分 

  (フリガナ)  区
分 

  

 3 氏名   3 氏名   
5人目以降の16歳未満の
扶養親族等の個人番号 

 
 個人番号     個人番号     

 
 (フリガナ)  区

分 

  (フリガナ)  区
分 

  

 
 4 氏名    4 氏名    

 
  個人番号    個人番号   

 未

成

年

者 

外

国

人 

死

亡

退

職 

災

害

者 

乙

欄 

本人が障害者 寡

婦 

ひ

と

り

親 

勤

労

学

生  

中途就･退職 受給者生年月日 
 特

別 

そ

の

他 

 就職 退職 年 月 日 元  号 年 月 日 

(

市
区
町
村
提
出
用

) 

                   

支

払

者 

個人番号又は
法人番号              （右詰で記載してください。） 

住所(居所)
又は所在地  

氏名又は名称 
(電話) 

（摘要）に前職分の加算額、支払者等を記入してください。 
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（

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

一

部

改

正

）

第

二

条

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

令

和

三

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

九

条

第

一

項

第

八

号

の

改

正

規

定

中

「

を

除

く

」

を

「

又

は

」

に

、

「

限

る

」

を

「

限

り

、

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

一

条

中

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

第

九

条

の

見

出

し

及

び

同

条

第

一

項

の

改

正

規

定

（

「

附

記

事

項

」

を

「

付

記

事

項

」

に

改

め

る

部

分

及

び

同

項

第

十

号

を

削

る

部

分

に

限

る

。

）

は

、

令

和

六

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

第

九

条

第

一

項

第

七

号

の

二

及

び

第

七

号

の

三

、

第

二

項

並

び

に

第

三

項

の

規

定

は

、

令

和

五

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

係

る

地

方

税

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

二

十

六

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

三

百

十

七

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

申

告

書

（

法

第

三

百

十

七

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

さ

れ

た

も

の

と

み

な

さ

れ

る

も

の

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

提

出

す

る

場

合

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

四

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

係

る

法
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第

三

百

十

七

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

た

場

合

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

３

令

和

五

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

係

る

法

第

三

百

十

七

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

申

告

書

を

提

出

し

た

場

合

に

お

け

る

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

（

以

下

「

改

正

前

の

規

則

」

と

い

う

。

）

第

九

条

第

一

項

第

十

号

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

４

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

改

正

前

の

規

則

別

記

第

六

号

の

五

様

式

（

乙

）

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

八

号

職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

一

項

第

七

号

中

「

基

準

日

が

三

月

一

日

又

は

六

月

一

日

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

基

準

日

以

前

三

箇

月

間

、

基

準

日

が

十

二

月

一

日

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

」

及

び

「

こ

れ

ら

の

期

間

を

」

を

削

る

。

第

八

条

第

一

項

中

第

一

号

を

削

り

、

第

二

号

を

第

一

号

と

し

、

第

三

号

を

第

二

号

と

す

る

。

別

表

第

一

中

備

考

以

外

の

部

分

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

別

表

第

一

（

第

三

条

関

係

）

欠

勤

等

日

数

割

合

二

十

三

日

未

満

百

分

の

百

二

十

三

日

以

上

三

十

三

日

未

満

百

分

の

九

十

三

十

三

日

以

上

四

十

三

日

未

満

百

分

の

八

十
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四

十

三

日

以

上

五

十

三

日

未

満

百

分

の

七

十

五

十

三

日

以

上

六

十

三

日

未

満

百

分

の

六

十

六

十

三

日

以

上

八

十

三

日

未

満

百

分

の

五

十

八

十

三

日

以

上

百

三

日

未

満

百

分

の

三

十

百

三

日

以

上

百

分

の

十

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

経

過

措

置

）

２

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

（

以

下

「

改

正

後

の

規

則

」

と

い

う

。

）

第

二

条

第

一

項

第

七

号

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

号

中

「

六

箇

月

」

と

あ

る

の

は

、

「

三

箇

月

」

と

す

る

。
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３

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

改

正

後

の

規

則

別

表

第

一

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

表

中

「

二

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

十

二

日

」

と

、

「

三

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

十

七

日

」

と

、

「

四

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

二

十

二

日

」

と

、

「

五

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

二

十

七

日

」

と

、

「

六

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

三

十

二

日

」

と

、

「

八

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

四

十

二

日

」

と

、

「

百

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

五

十

二

日

」

と

す

る

。

- 3 -



職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

九

号

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

第

一

項

第

一

号

中

「

百

分

の

百

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

十

二

・

五

」

に

、

「

百

分

の

百

二

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

三

十

二

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

百

分

の

五

十

」

を

「

百

分

の

五

十

五

」

に

、

「

百

分

の

六

十

」

を

「

百

分

の

六

十

五

」

に

改

め

る

。

付

則

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

２

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

は

、

令

和

四

年

十

二

月

一

日

か

ら

適

用

す

る

。

- 1 -



職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

号

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

第

一

項

第

一

号

中

「

百

分

の

百

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

七

・

五

」

に

、

「

百

分

の

百

三

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

二

十

七

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

百

分

の

五

十

五

」

を

「

百

分

の

五

十

二

・

五

」

に

、

「

百

分

の

六

十

五

」

を

「

百

分

の

六

十

二

・

五

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

一

号

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

令

和

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

十

一

条

第

一

項

第

二

号

中

「

三

月

一

日

、

六

月

一

日

及

び

十

二

月

一

日

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

」

を

「

以

下

「

基

準

日

」

と

い

う

」

に

改

め

、

同

項

第

六

号

中

「

基

準

日

が

三

月

一

日

又

は

六

月

一

日

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

基

準

日

以

前

三

箇

月

間

、

基

準

日

が

十

二

月

一

日

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

」

を

削

る

。

第

二

十

六

条

第

一

項

中

「

（

三

月

一

日

、

六

月

一

日

及

び

十

二

月

一

日

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

削

る

。

第

二

十

七

条

第

一

項

中

第

一

号

を

削

り

、

第

二

号

を

第

一

号

と

し

、

第

三

号

を

第

二

号

と

す

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

経

過

措

置

）

２

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

次

項

に

お

い

て

「

改

正

後

の

規

則

」

- 1 -



と

い

う

。

）

第

二

十

一

条

第

一

項

第

六

号

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

号

中

「

六

箇

月

」

と

あ

る

の

は

、

「

三

箇

月

」

と

す

る

。

３

令

和

五

年

六

月

に

支

給

す

る

期

末

手

当

に

関

す

る

改

正

後

の

規

則

第

二

十

三

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

令

和

四

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

八

号

）

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

期

末

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

八

号

）

別

表

第

一

中

「

二

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

十

二

日

」

と

、

「

三

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

十

七

日

」

と

、

「

四

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

二

十

二

日

」

と

、

「

五

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

二

十

七

日

」

と

、

「

六

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

三

十

二

日

」

と

、

「

八

十

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

四

十

二

日

」

と

、

「

百

三

日

」

と

あ

る

の

は

「

五

十

二

日

」

と

す

る

。

- 2 -



職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例

に

基

づ

く

行

政

職

給

料

表

以

外

の

給

料

表

の

適

用

を

受

け

る

者

(一)

の

級

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

二

号

職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例

に

基

づ

く

行

政

職

給

料

表

以

外

の

給

料

表

の

適

用

を

受

け

(一)

る

者

の

級

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

旅

費

に

関

す

る

条

例

に

基

づ

く

行

政

職

給

料

表

以

外

の

給

料

表

の

適

用

を

受

け

る

者

(一)

の

級

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

中

「

再
任

用
職

員

」

を

「

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

三

号

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

六

条

の

二

第

五

項

中

「

付

則

第

四

項

を

除

き

」

を

「

こ

の

項

に

お

い

て

」

に

改

め

る

。

第

十

一

条

第

六

項

中

「

上

、

第

二

項

」

を

「

上

、

同

項

」

に

改

め

る

。

第

十

一

条

の

二

第

二

号

中

「

又

は

同

規

則

」

を

「

に

相

当

す

る

退

職

手

当

又

は

同

令

」

に

改

め

、

「

再

就

職

手

当

」

の

下

に

「

に

相

当

す

る

退

職

手

当

」

を

加

え

る

。

第

十

一

条

の

四

第

三

項

中

「

の

規

定

に

よ

り

」

を

「

に

お

い

て

」

に

改

め

、

同

条

第

五

項

中

「

第

十

一

条

第

二

項

」

を

「

同

条

第

二

項

」

に

、

「

第

一

項

」

を

「

特

例

申

出

」

に

、

「

第

十

一

条

第

四

項

」

を

「

同

条

第

四

項

」

に

改

め

る

。

別

記

第

七

号

様

式

中

「

1
1

関
係

」

を

「

第
1
1
条

第
1
1
条

の
４

関
係

」

に

、

「

受
給

期
間

第
条

、

延
長

申
請

書

」

を

「

受
給

期
間

延
長

等
申

請
書

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

一

部

改

正

）

２

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

令

和

二

年

三

月

東

京

都

北

区

- 1 -



規

則

第

二

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

付

則

第

二

項

中

「

第

十

一

条

第

二

項

第

二

号

」

を

「

第

十

一

条

第

三

項

」

に

改

め

る

。

３

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

令

和

四

年

九

月

東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

六

条

の

二

第

五

項

の

改

正

規

定

を

削

る

。

付

則

第

六

項

を

改

め

、

同

項

を

付

則

第

五

項

と

し

、

同

項

の

次

に

二

項

を

加

え

る

改

正

規

定

の

う

ち

付

則

第

七

項

第

一

号

及

び

第

二

号

中

「

こ

の

号

」

を

「

以

下

こ

の

号

」

に

改

め

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

四

号

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

東

京

都

北

区

西

ケ

原

さ

く

ら

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

西

ケ

原

さ

く

ら

っ

子

ク

ラ

ブ

第

四

〇

三
別

表

第

一

東

京

都

北

区

王

五

わ

ん

ぱ

く

ク

ラ

ブ

の

項

中

「

東

京

都

北

区

王

五

わ

ん

ぱ

く

ク

ラ

ブ

」

を

「

東

京

都

北

区

王

五

わ

ん

ぱ

く

ク

ラ

ブ

第

一

」

に

改

め

、

同

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

王

五

わ

ん

ぱ

く

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

別

表

第

一

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

四

四

五

- 1 -



別

表

第

一

東

京

都

北

区

滝

二

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

滝

二

っ

子

ク

ラ

ブ

第

三

四

○

別

表

第

一

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

六

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

七

四

○

別

表

第

一

東

京

都

北

区

浮

間

桜

草

ク

ラ

ブ

第

二

の

項

中

「

四

〇

」

を

「

七

〇

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

西

浮

間

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

中

「

五

〇

」

を

「

八

〇

」

に

改

め

、

同

表

中

「

東

京

都

北

区

ふ

た

ば

ク

ラ

ブ

七

○

東

京

都

北

区

み

つ

ば

ク

ラ

ブ

四

○

を

東

京

都

北

区

よ

つ

ば

ク

ラ

ブ

四

○

」

「

- 2 -



東

京

都

北

区

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

一

七

○

東

京

都

北

区

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

○

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

東

京

都

北

区

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

○

東

京

都

北

区

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

四

五

○

」

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

別

表

第

二

中

「

東

京

都

北

区

西

ケ

原

さ

く

ら

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二

を

」

「

東

京

都

北

区

西

ケ

原

さ

く

ら

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二
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に

、

東

京

都

北

区

西

ケ

原

さ

く

ら

っ

子

ク

ラ

ブ

第

三

」

「

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

三

を

」

「

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

三

に

、

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

四

」

「

東

京

都

北

区

滝

二

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二

を

」

「

東

京

都

北

区

滝

二

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二

に

、

東

京

都

北

区

滝

二

っ

子

ク

ラ

ブ

第

三

- 4 -



」

「

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

六

を

」

「

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

六

に

、

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

七

」

「

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

三

を

」

「

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

三

に

改

め

る

。

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

四

」

- 5 -



別

記

第

一

号

様

式

中

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

記

第

一

号

様

式

の

改

正

規

定

及

び

次

項

の

規

定

は

、

令

和

四

年

十

二

月

八

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

別

記

第

一

号

様

式

の

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

当

該

改

正

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

一

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

五

号

東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

七

条

第

三

項

中

「

午

後

八

時

三

十

分

」

を

「

午

前

八

時

三

十

分

」

に

改

め

る

。

別

表

第

一

東

京

都

北

区

立

東

田

端

保

育

園

の

項

中

「

一

四

六

」

を

「

一

四

〇

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

立

豊

島

つ

ぼ

み

保

育

園

の

項

中

「

五

〇

」

を

「

二

五

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

立

音

無

つ

ぼ

み

保

育

園

の

項

中

「

六

八

」

を

「

五

〇

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

立

清

水

坂

つ

ぼ

み

保

育

園

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

東

京

都

北

区

立

清

水

坂

保

育

園

七

五

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

七

条

第

三

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

を

定

め

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

六

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

六

号

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

を

定

め

る

規

則

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

令

和

二

年

五

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

一

号

）

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

は

、

令

和

五

年

三

月

三

十

一

日

と

す

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

を

定

め

る

規

則

の

廃

止

）

２

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

を

定

め

る

規

則

（

令

和

四

年

九

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

四

号

）

は

、

廃

止

す

る

。
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東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

十

二

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

七

号

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

六

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

二

号

中

「

乳

幼

児

以

外

の

児

童

等

」

を

「

六

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

を

経

過

し

た

子

ど

も

で

あ

つ

て

、

十

五

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の

」

に

改

め

る

。

第

四

条

の

見

出

し

中

「

第

三

条

第

二

項

第

二

号

」

を

「

第

三

条

第

三

項

第

二

号

」

に

改

め

、

同

条

中

「

第

三

条

第

二

項

第

二

号

」

を

「

第

三

条

第

三

項

第

二

号

」

に

、

「

第

六

条

」

を

「

第

五

条

」

に

、

「

準

ず

る

も

の

」

を

「

準

ず

る

者

」

に

、

「

当

該

施

設

」

を

「

、

当

該

施

設

」

に

改

め

、

「

児

童

福

祉

法

」

の

下

に

「

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

）

」

を

加

え

る

。

第

五

条

第

一

項

中

「

に

よ

る

申

請

」

の

下

に

「

（

以

下

「

医

療

証

交

付

申

請

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

同

項

第

二

号

中

「

養

育

し

て

い

る

こ

と

」

の

下

に

「

（

条

例

第

三

条

第

一

項

第

三

号

に

該

当

す

る

高

校

生

等

に

よ

る

申

請

の

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

高

校

生

等

が

他

の

者

か

ら

監

護

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

）

」

を

加

え

、

同

項

第

三

号

中

「

、

区

長

」

を

「

区

長

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

一

項

」

を

「

前

項

」

に

、

「

、

乳

幼

児

医

療

証

」

を

「

乳

幼

児

医

療

証

」

に

、

「

に

係

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

よ

う

と

す

る

」

を

「

の

医

療

費

に

係

る

」

に

、

「

、

子

ど

も

医

療

証

」
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を

「

子

ど

も

医

療

証

」

に

、

「

交

付

し

」

を

「

、

高

校

生

等

に

係

る

医

療

費

の

助

成

を

受

け

よ

う

と

す

る

対

象

者

に

あ

つ

て

は

高

校

生

等

医

療

証

（

別

記

第

二

号

様

式

の

三

）

を

交

付

し

」

に

改

め

る

。第

六

条

た

だ

し

書

中

「

、

乳

幼

児

が

六

歳

に

達

し

た

」

を

「

乳

幼

児

が

六

歳

に

達

す

る

」

に

、

「

、

児

童

が

十

五

歳

に

達

し

た

」

を

「

児

童

が

十

五

歳

に

達

す

る

」

に

、

「

そ

れ

ぞ

れ

」

を

「

高

校

生

等

医

療

証

に

あ

つ

て

は

高

校

生

等

が

十

八

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

を

、

そ

れ

ぞ

れ

」

に

改

め

る

。

第

八

条

第

一

項

中

「

区

長

に

」

の

下

に

「

子

ど

も

医

療

費

助

成

医

療

証

再

交

付

申

請

書

（

別

記

第

四

号

様

式

）

を

提

出

す

る

こ

と

に

よ

り

、

」

を

加

え

、

同

項

第

四

号

を

削

り

、

同

条

第

二

項

を

削

り

、

同

条

第

三

項

中

「

前

項

第

一

号

の

申

請

に

あ

つ

て

は

、

第

一

項

第

一

号

」

を

「

前

項

の

申

請

書

に

は

、

同

項

第

一

号

」

に

改

め

、

「

前

項

第

一

号

の

申

請

書

に

は

」

を

削

り

、

同

項

を

同

条

第

二

項

と

し

、

同

条

第

四

項

及

び

第

五

項

を

削

り

、

同

条

第

六

項

を

同

条

第

三

項

と

す

る

。

第

九

条

中

「

条

例

第

四

条

の

規

定

に

よ

る

申

請

」

を

「

医

療

証

交

付

申

請

」

に

改

め

、

「

（

当

該

対

象

者

が

養

育

す

る

子

ど

も

の

出

生

の

日

又

は

当

該

子

ど

も

が

区

の

区

域

内

に

住

所

を

有

す

る

こ

と

と

な

つ

た

日

（

以

下

「

転

入

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

起

算

し

て

三

月

以

内

に

当

該

申

請

を

行

つ

た

場

合

は

、

当

該

出

生

の

日

又

は

転

入

日

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

削

り

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

に

お

け

る

条

例

第

五

条

第

一

項

に

- 2 -



規

定

す

る

医

療

に

関

す

る

給

付

の

範

囲

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

以

後

に

行

わ

れ

た

医

療

に

関

す

る

給

付

と

す

る

。

一

対

象

者

（

条

例

第

三

条

第

一

項

第

三

号

に

該

当

す

る

高

校

生

等

を

除

く

。

）

が

養

育

す

る

子

ど

も

の

出

生

の

日

か

ら

起

算

し

て

三

月

以

内

に

医

療

証

交

付

申

請

を

行

つ

た

場

合

当

該

出

生

の

日

二

対

象

者

が

養

育

す

る

子

ど

も

（

当

該

対

象

者

が

条

例

第

三

条

第

一

項

第

三

号

に

該

当

す

る

高

校

生

等

で

あ

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

高

校

生

等

）

が

区

の

区

域

内

に

住

所

を

有

す

る

こ

と

と

な

つ

た

日

（

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

「

転

入

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

起

算

し

て

三

月

以

内

に

医

療

証

交

付

申

請

を

行

つ

た

場

合

当

該

転

入

日

三

災

害

そ

の

他

や

む

を

得

な

い

事

情

に

よ

り

医

療

証

交

付

申

請

が

で

き

な

か

つ

た

と

区

長

が

認

め

た

場

合

区

長

が

認

め

る

日

第

十

条

第

一

項

第

一

号

中

「

児

童

等

に

係

る

」

を

削

り

、

同

項

第

二

号

中

「

児

童

等

に

係

る

」

を

削

り

、

「

条

例

第

四

条

の

規

定

に

よ

る

申

請

を

行

つ

た

日

」

を

「

医

療

証

交

付

申

請

を

行

つ

た

日

（

前

条

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

）

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

前

二

号

」

を

「

前

三

号

」

に

改

め

、

同

号

を

同

項

第

四

号

と

し

、

同

項

第

二

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

三

条

例

第

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

医

療

費

の

助

成

を

取

り

扱

わ

な

い

病

院

等

で

国

民

健

康

保

険

法

又

は

社

会

保

険

各

法

の

規

定

に

よ

る

医

療

に

関

す

る

給

付

を

受

け

た

と

き

。

- 3 -



第

十

条

第

三

項

た

だ

し

書

中

「

児

童

等

に

係

る

」

を

削

り

、

同

条

第

四

項

中

「

前

項

」

を

「

第

二

項

」

に

、

「

医

療

」

を

「

条

例

第

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

医

療

に

関

す

る

給

付

」

に

改

め

る

。

第

十

一

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第

十

一

条

削

除

本

則

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

委

任

）

第

十

六

条

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

規

則

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

別

に

定

め

る

。

別

記

第

一

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１号様式（第５条関係）                                         年  月  日 

子ども医療費助成医療証交付申請書 
※ 太枠の中を記入してください。 

申
請
者
（
保
護
者
） 

氏 
 

名 

子ども医療費助成制度の医療証の交付を申請します。また、受給期間中の資格審査の 
ため所得状況を確認することに同意します。 
 
東京都北区長 殿                         申請日     年  月  日 
            

住所  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

電話           （     ）          

氏名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

生年月日   年   月   日 個人番号（マイナンバー） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

養
育
す
る
子
ど
も 

番号 フリガナ 
氏名 生年月日 続

柄 
同居別居 

の別 
監護  

の有無 生計関係 

１ 
 

  
年  月  日  同居・別居 有 ・ 無 同一・維持 

マイナンバー 

個人番号  

２ 
 

  
年  月  日  同居・別居 有 ・ 無 同一・維持  

マイナンバー 

個人番号  

３ 
 

  
年  月  日  

 同居・別居 有 ・ 無 同一・維持 
マイナンバー 

個人番号 
 

子
ど
も
が
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険 

 

北区国保 
健康保険組合 
全国健康保険協会 
共済組合 
都内国保組合 
都外国保組合 

申
請
者
の
加
入

年
金 

国民年金 
厚生年金 
共済年金 
その他共済年金 
未加入 

他
制
度
確
認
欄 

1 生活保護を受けている。 

2 ひとり親医療証を持っている。 

3 子どもが心身障害者医療証を持っている。 

4  子どもが児童福祉施設に入所している。 

（母子生活支援施設・通所施設を除く。） 
申
請
の
際
、
子
ど
も
が
加
入
し
て
い
る
（
出
生
の
場
合

は
加
入
予
定
の
）
健
康
保
険
証
の
写
し
を
添
付
す
る
こ

と
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）申請者が、高校生等であって他の者から監護されていないものである場合は、「申請者（保護者）」及び「養育
する子ども」の欄にご自身の氏名等をご記入ください。 

区
事
務
処
理
欄 

保留理由 加入保険 ・ 住 基 ・（      ） 受 付 入 力 確 認 交 付 

認定事由 転  入 ・ 出 生 ・（        ） 
    

児童手当 申 請 中 ・ 受 給 中 ・ 無 

養
育
す
る
子
ど
も 

番号 資格取得日 受給者№ 窓 ・ 郵 

１           年        月      日  

 ２           年        月      日  

３           年        月      日  
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「

別

記

第

二

号

様

式

中

氏
名

を

（表）

」

「

氏
名

に

、

」

「

交
付

年
月

日
年

月
日

を

」

「

交
付

年
月

日
年

月
日

に

改

め

、

同

様

式

中

（裏）

」

「

と
き

や
有

効
期

間
を

経
過

し
た

」

を

削

る

。
、

「

別

記

第

二

号

様

式

の

二

中

氏
名

を

（表）

」
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「

氏
名

に

、

」

「

交
付

年
月

日
年

月
日

を

」

「

交
付

年
月

日
年

月
日

に

改

め

、

同

様

式

中

（裏）

」

「

と
き

や
有

効
期

間
を

経
過

し
た

」

を

削

り

、

同

様

式

の

次

に

次

の

一

様

式

を

加

え

る

。

、

- 7 -



 第２号様式の３（第５条関係） 

 

（表） 

○青    医   療   証 

負担者番号         

受給者番号         

高 

校 

生 

等 

氏  名  

生年月日        年    月    日生 

保 

護 

者 

住  所 

〒 

  

氏  名  

有 効 期 間 
       年    月    日から 

       年    月    日まで 

 上記の者は、東京都北区子どもの医療費の助成に関する条例により、医療費の一

部を北区が助成するものであることを証明する。 

東京都北区長 □印   

交付年月日        年    月    日 
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（裏） 

 

ご     注     意 

 

１ この制度による診療をお受けになるときは、取扱病院・薬局等の窓口におい

て、電子資格確認を受ける場合はこの証を、電子資格確認を受けない場合はこの

証と被保険者証を一緒に提出してください。 

２ 入院の場合は食事療養標準負担額をお支払いください。 

３ 高額療養費が支給される場合は、電子的確認を受けるか、限度額適用認定証等

を提示してください。 

４ この証は、都内のこの制度による診療を取り扱う病院等で受診するときにお使

いください。 

  都外の病院等では使えません。 

５ 都外やこの制度による診療を取り扱わない病院等で受診するときは、保険診療

の所定の項目が記載された自己負担分の領収書等を添付して、下記の窓口に医療

費の支給を申請してください。 

６ 受給者の資格がなくなったときは、この証を下記の窓口にお返しください。 

７ 氏名、住所、加入医療保険などに変更があったときは、下記の窓口にこの証を

添えて届け出てください。 

８ この証を破ったり、汚したり、又は失ったりしたときは、下記の窓口で再交付

を受けてください。 

９ 偽り、その他不正にこの証を使用したときは、助成を受けた額の全部又は一部

を返還しなければならないことがあります。 

   問合せ先 
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別

記

第

三

号

様

式

中

「

年
月

日
生

」

を

「

年
月

日

」

に

、

「

異

議
」

を

「

不
服

」

に

、

「

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

」

を

「

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（

な
お

当
該

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
、

箇
月

以
内

で
あ

っ
て

も
当

該
裁

決
の

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
経

過
す

る
と

処
分

の
取

、

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す

）

」

に

改

め

る

。

。
。

別

記

第

五

号

様

式

中

「

・
第

１
１

条

」

を

「

第
１

１
条

」

に

、

「

年
月

日
生

」

、

を

「

年
月

日

」

に

、

「

養
育

者

」

を

「

保
護

者

」

に

改

め

、

「

北
区

丁
目

番
号

」

を

削

る

。

別

記

第

九

号

様

式

中

「

子
ど

も
の

種
別

」

を

「

子
ど

も
医

療
証

の
種

別

」

に

、

「

１
乳

幼
児

２
小

中
学

生

を

」

「

乳
幼

児
小

中
学

生
高

校
生

等

に

改

め

る

。

」

別

記

第

十

二

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１２号様式（第１２条関係） 

 

 受付 変更入力 

子ども医療費助成制度現況届（    年度） 

負 担 者 番 号 ８ ８ １ ３ 

 

      

受 給 者 番 号 
           

子 ど も 

住  所 

氏  名 

電  話 

 
 

北区       丁目   番     号 
 

 

TEL     －    －      

生 年 月 日 年    月    日 保険・年金変更欄 

子 ど も 加 入 

医 療 保 険 

保 険 者 名   

保 険 者 番 号   

保 険 証 記 号   

保 険 証 番 号   

加 入 年 月 日   

被 保 険 者 名   

子どもとの続柄   

保護者の加入年金区分   

監 護 有 生 計 同一 同居・別居 同居  

 東京都北区長 殿 

 上記のとおり届け出ます。 

なお、この届出時及び更新時の所得状況・国民年金資格・国民健康保険資格につ

いて、区の資料により確認することに同意します。 

保 護 者 住 所           

氏 名           

電 話           
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別

記

第

十

二

号

様

式

の

三

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１２号様式の３（第１２条の２関係） 

 

 

子どもの医療費助成制度に係る債権譲渡について 

 

年  月  日  

 

 東京都北区長 殿 

 

郵便番号      電話番号  （  ）      

保護者  住 所                       

  （子どもが成年に達している場合は子ども）   

氏 名                       

（    年  月  日生） 

  

 

 東京都北区子どもの医療費の助成に関する条例第８条の２第１項の規定により、第三者の行為に係る

医療費について東京都北区から助成を受けた額の限度において、私が加害者に対して有する下記損害賠償

請求権を東京都北区に譲渡します。 

記 

 

 

 

 

 

譲渡 

する 

債権 

子ども 

（被害者） 
氏名              （     年   月   日生）  

 債権額   金             円  

 
事  故 

発生日時 
 

事  故 

発生場所 
  

 
原 因 及 び 

被害の状況 
  

 

債務者 

（加害者） 

住 所   

 氏 名  電話番号 （   ）  

 

交
通
事
故
の
場
合 

自
賠
責
保
険 

保 険 

会社名 
 電話番号 （   ）  

 所在地   

 任
意
保
険 

保 険 

会社名 
 電話番号 （   ）  

 所在地   

（注）未成年の高校生等であって他の者から監護されていないものが債権譲渡を行う場合は、法定

代理人の同意が確認できる書類を併せてご提出ください。 
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別

記

第

十

三

号

様

式

中

「

対
象

児
氏

名

」

を

「

子
ど

も
氏

名

」

に

、

「

年
月

日

生
」

を

「

年
月

日

」

に

、

「

支
払

い

」

を

「

支
払

」

に

、

「

お
問

い
合

わ
せ

先

」

を

「

問
合

せ
先

」

に

改

め

る

。

別

記

第

十

四

号

様

式

中

「

異
議

」

を

「

不
服

」

に

、

「

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

」

を

。

「

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

（

な
お

当
該

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
、

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
６

箇
月

以
内

で
あ

っ
て

も
当

該
裁

決
の

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

、

１
年

を
経

過
す

る
と

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す

）

」

。
。

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

記

第

三

号

様

式

、

第

五

号

様

式

、

第

十

二

号

様

式

、

第

十

三

号

様

式

及

び

第

十

四

号

様

式

の

改

正

規

定

並

び

に

付

則

第

四

項

及

び

第

五

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

二

号

様

式

及

び

第

二

号

様

式

の

二

の

規

定

に

よ

り

交

付

さ

れ

て

い

る

医

療

証

は

、

こ

れ

ら

の

医

療

証

の

有

効

期

間

の

満

了

す

る

日

ま

で

の

間

は

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

以

下

「

改

正

後

の

規

則

」

と

い
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う

。

）

別

記

第

二

号

様

式

及

び

第

二

号

様

式

の

二

の

規

定

に

よ

る

医

療

証

と

み

な

す

。

３

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

九

号

様

式

及

び

第

十

二

号

様

式

の

三

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

４

付

則

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

当

該

改

正

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

五

号

様

式

、

第

十

二

号

様

式

及

び

第

十

三

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

準

備

行

為

）

５

改

正

後

の

規

則

第

五

条

の

規

定

に

よ

る

申

請

及

び

医

療

証

の

交

付

そ

の

他

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

以

後

に

お

け

る

医

療

費

の

助

成

に

必

要

な

準

備

行

為

は

、

同

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

十

二

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

八

号

東

京

都

北

区

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

七

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

二

号

中

「

又

は

第

三

項

」

を

削

る

。

第

七

条

第

一

号

イ

中

「

当

該

対

象

者

」

の

下

に

「

（

同

項

第

三

号

に

該

当

す

る

対

象

者

を

除

く

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

二

号

中

「

又

は

第

三

項

」

を

削

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

道

路

に

関

す

る

技

術

的

基

準

等

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

十

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

九

号

東

京

都

北

区

道

路

に

関

す

る

技

術

的

基

準

等

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

道

路

に

関

す

る

技

術

的

基

準

等

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

五

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

一

項

中

第

七

号

を

第

八

号

と

し

、

第

三

号

か

ら

第

六

号

ま

で

を

一

号

ず

つ

繰

り

下

げ

、

第

二

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

三

自

転

車

通

行

帯

第

四

条

第

五

項

本

文

中

「

車

道

」

の

下

に

「

（

自

転

車

通

行

帯

を

除

く

。

）

」

を

加

え

る

。

第

六

条

第

二

項

中

「

副

道

」

の

下

に

「

（

自

転

車

通

行

帯

を

除

く

。

）

」

を

加

え

る

。

第

八

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

自

転

車

通

行

帯

）

第

八

条

の

二

自

動

車

及

び

自

転

車

の

交

通

量

が

多

い

道

路

（

自

転

車

道

を

設

け

る

道

路

を

除

く

。

）

に

は

、

車

道

の

左

端

寄

り

（

停

車

帯

を

設

け

る

道

路

に

あ

っ

て

は

、

停

車

帯

の

右

側

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

自

転

車

通

行

帯

を

設

け

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

地

形

の

状

況

そ

の

他

の

特

別

の

理

由

に

よ

り

や

む

を

得

な

い

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

２

自

転

車

の

交

通

量

が

多

い

道

路

又

は

自

動

車

及

び

歩

行

者

の

交

通

量

が

多

い

道

路

（

自

転

車

道

を

設

け

る

道

路

及

び

前

項

に

規

定

す

る

道

路

を

除

く

。

）

に

は

、

安

全

か

つ

円

滑

な

交

通

を
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確

保

す

る

た

め

自

転

車

の

通

行

を

分

離

す

る

必

要

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

は

、

車

道

の

左

端

寄

り

に

自

転

車

通

行

帯

を

設

け

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

地

形

の

状

況

そ

の

他

の

特

別

の

理

由

に

よ

り

や

む

を

得

な

い

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

自

転

車

通

行

帯

の

幅

員

は

、

一

・

五

メ

ー

ト

ル

以

上

と

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

地

形

の

状

況

そ

の

他

の

特

別

の

理

由

に

よ

り

や

む

を

得

な

い

場

合

に

お

い

て

は

、

一

メ

ー

ト

ル

ま

で

縮

小

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

４

自

転

車

通

行

帯

の

幅

員

は

、

当

該

道

路

の

自

転

車

の

交

通

の

状

況

を

考

慮

し

て

定

め

る

も

の

と

す

る

。

第

十

条

第

一

項

中

「

多

い

道

路

」

の

下

に

「

（

第

三

級

及

び

第

四

級

を

除

く

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

で

設

計

速

度

が

一

時

間

に

つ

き

六

十

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

も

の

」

を

加

え

、

同

条

第

二

項

中

「

道

路

（

」

を

「

道

路

で

設

計

速

度

が

一

時

間

に

つ

き

六

十

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

以

上

で

あ

る

も

の

（

」

に

改

め

る

。

第

十

一

条

第

一

項

中

「

自

転

車

道

」

の

下

に

「

又

は

自

転

車

通

行

帯

」

を

加

え

る

。

第

十

二

条

第

一

項

中

「

自

転

車

道

」

の

下

に

「

若

し

く

は

自

転

車

通

行

帯

」

を

加

え

る

。

第

三

十

九

条

中

「

第

八

条

」

の

下

に

「

、

第

八

条

の

二

第

三

項

」

を

加

え

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

営

住

宅

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

十

二

月

十

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

百

号

東

京

都

北

区

営

住

宅

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

営

住

宅

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

年

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

の

二

中

「

東

京

都

北

区

に

お

い

て

別

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

宣

誓

を

行

つ

た

」

を

「

次

に

掲

げ

る

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

各

号

を

加

え

る

。

一

東

京

都

北

区

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

宣

誓

の

取

扱

い

に

関

す

る

要

綱

（

令

和

四

年

一

月

五

日

三

北

総

多

第

二

千

百

九

十

号

）

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

北

区

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

宣

誓

書

受

領

証

の

交

付

を

受

け

た

者

二

東

京

都

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

憲

章

に

う

た

わ

れ

る

人

権

尊

重

の

理

念

の

実

現

を

目

指

す

条

例

（

平

成

三

十

年

東

京

都

条

例

第

九

十

三

号

）

第

七

条

の

二

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

証

明

を

受

け

た

者

第

四

条

第

二

項

第

四

号

中

「

前

条

に

規

定

す

る

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

宣

誓

を

行

つ

た

」

を

「

前

条

各

号

に

掲

げ

る

者

で

あ

る

」

に

改

め

る

。

第

十

六

条

第

一

項

第

一

号

中

「

第

三

条

の

二

に

規

定

す

る

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

宣

誓

を

行

つ

た

」

を

「

第

三

条

の

二

各

号

に

掲

げ

る

」

に

改

め

る

。

別

記

第

三

十

一

号

様

式

中

「

- 1 -



円
円

を
超

え
て

い
ま

す

を

。

」

「

円
円

を
超

え
て

い
ま

す
。

こ
の

通
知

を
受

け
た

日
か

ら
３

０
日

以
内

に
こ

の
認

定
に

対
し

東
京

都

に

改

め

る

。

、
、

北
区

営
住

宅
条

例
第

３
１

条
第

４
項

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

意
見

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す

」

。

別

記

第

三

十

二

号

様

式

中

「

円
円

円
を

超
え

て
い

ま
す

を

。

」

「

円
円

円
を

超
え

て
い

ま
す

。

こ
の

通
知

を
受

け
た

日
か

ら
３

０
日

以
内

に
こ

の
認

定
に

対
し

東
京

都

に

改

め

る

。

、
、

北
区

営
住

宅
条

例
第

３
１

条
第

４
項

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

意
見

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す

」

。
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付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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